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　　　The　author　visited　a　good　number　of　library　schools　in　the　United　States　of　America　and

the　United　Kingdom　as　his　own　spontaneous　programme　during　his　sabbatical　leave　for　a　whole

year　from　August　1971　to　July　1972．　ln　the　U．K．　he　included　in　his　visits　the　Library　Associa－

tion，　Library　Schools　at　Polytechnic　of　North　London，　London　University　College，　Ealing　Tech－

nical　College，　Birmingham　Polytechnic　and　College　of　Librarianship　Wales，　Aberystwyth　besides

a　number　of　public　libraries，　school　libraries，　college　libraries，　education　authorities，　etc．

　　　In　this　report　he　summerised　facts　about　education　for　librarianship　in　the　U．K．　during　the

last　20　years　in　various　aspects　such　as　social　background，　development　of　education　for　librari－

anship，　function　of　L．A．，　kinds　of　library　schools，　courses，　curricula，　teaching　methods，　teaching

staffs，　researches　and　students．　Also　he　added　his　commentary　to　each　topic　and　impression

as　a　whole．
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　この論文の筆者は，1971年8月より1年間の特別研究

期間を与えられ，同年8月より1972年1月末までアメリ

カ，1972年2月より同年7月末までイギリスの図書館・

情報学の教育事情を訪問調査した。

　イギリスにおける図書館・情報学の分野における教育

は，1945年以降の教育改革の一部として急速な拡張発展，

を示し，特に1960年以降の進歩には目覚しいものがある。

エリート教育に主眼がおかれた旧教育から，高等教育の

普及という新教育への急速な変化の過程の中で，過渡期

における教育の形態が，さまざまな様相を示しているの

と同様に，図書館，情報の専門家の教育も，水準，カリ

キュラム，学位，履修年限などさまざまな面で多様性に

富んでいる。筆者は6ヵ月に亘る調査を，事実と印象の

両面からこの報告にまとめたものである。

：L　社会的背景一戦後の教育改革

　第2次世界大戦終了に至るまで，非常に封建的色彩の

強かったイギリスの教育は，1944年のEducation　Act

により，革命的な近代化が行なわれた。まず（1）Mini－

stry　of　Education（文部省）が設けられ（後年Dept．

of　Education　and　Scienceとなる）文部大臣に，イン

グランドおよびウェールズにおける教育の監督権が与え

られ，（2）教育行政の実権（権利と義務）が，地方自治

体に与えられた。即ち，CountyとCounty　Borough

Counci1に教育行政の権利を与え，その地域のあらゆる

形態の公共教育の施設の維持及び運営を義務づけたので

ある。（3）法的に義務づけられた公共教育とは，Pri－

many（初等教育）（2才～11才以上）Secondary（中等

教育）（12才～19才）及びFurther　education（義務教

育後の正規の高等教育を除く一般教育）の三段階と定義

し，義務教育の年限を，5才から15才と規定した。（こ

の上限の15才は，数年後に16才に改訂された。）更に，地

方自治体の運営する中等学校の授業料制度を廃止した。

その他，私立学校への援助，宗教教育，衛生保健，給食，

特殊児童の教育，教職員の給与の支払いなどが，地方自

治体に義務づけられたのである。更に特筆すべきこと

は，義務教育終了後の青年のために，フルタイムあるい

はパー一・一・・トタイムの職業教育のためのカレッジ，文化活動，

リクリエーションのための教養施設（例，図書館など）

の設置を義務づけたのである。

　現在に至るまでにこのEducation　Actは，何回か部

分的に改訂補足されているが，公共教育の普及及びレベ

ル向上という基本方針は変らず，戦後の教育改革の大き

な指針となったのである。

　従って，1945年以降，現在に至る時期は，イギリスの

歴史の中で，教育革命という前例のない時期といわれて

いる。“1945年より1951年の間に，Emergency　Training

Scheme（緊急教育計画）により，30，000人の教員が養

成され，教員数は，200，000人に達した。……1969年に

は，教員養成機関の年間卒業生の数は，1939年の5倍に

達した……また1969年度までに，8，500校の初等，中等

学校が新設された。1950年以降，それまで，明確に“等

級別”されていたGrammar，　Technica1，　Modernの3

階級の中等学校の等級が解消されはじめ，Grammer－

Modern，あるいはComprehensiveなど総合中等学校

が設立されはじめ，1965年の政府の要請により，1968年

までに多くの地方自治体が，中等学校の総合化に踏み切

っている”。1）

　ここで若干の補足的説明が必要と思われるが，1945年

に教育改革がは’じまった次元での中等教育は，ある意味

では，イギリスの教育の階級性あるいはエリート教育に

重点が置かれた封建性を如実に示していたともいえる。

その次元での中等学校は，Grammar，　Junior　Technical，

Senior　Elementary（Secondary　Modern）の3等級に

分れ，この順に上中下の社会的評価が与えられていた。

この3種類の学校に生徒を等級別するために，11才にな

った初等学校の生徒に標準テストが行なわれ，その試験

の成績によって進学する中等学校の等級が定められたの

である。しかも，どの等級の学校に進学するかで，ほぼ

その生徒の将来所属する社会的階層が決ってしまうほど
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の格差が一般的に認識されていた。従って大器晩成型の

子どもには，ほとんど大学その他への上級進学の道が閉

ざされてしまうほどの欠陥もあった。このような教育的

欠陥や社会的偏見を是正するために，1950年以降，中等

学校の総合化が進められたのであるが，伝統に抗する改

革は進展せず，1965年労働党内閣が積極的施策をとるま

で具体的な総合化はなかなかはかどらなかったのであ

る。現在，完全な総合化に至る過程として，6種類の

Comprehensive　schoo1（総合学校）の変型がとられて

いるが，現実には，依然として三等級の中等学校か，あ

るいは，その変型が根強く続いている。“三等級”の変

型とは“Bilaterals”（複合学校）と称して，この三等

級の二種類を複合して作られた，例えばGrammar＋

Technica1あるいは，　Secondary　Modern＋Grammar

などの組み合せである。

　何れにしても，Grammar　Schoo1は，　G．C．E．（General

Certificate　of　Education）セこ合格するように生徒を教

育するのが目的である。このG・C・E・は，1917年より施

行されているものでOrdinary　Leve1とAdvanced

Leve1があり，15才から18才の間に受験でき，一科目ず

つの受験で，通常5科目（内2科目がA．Leve1）で大

学の入試の科目あるいは専門協会への入会試験が免除さ

れるのである。つまり，このG．C．E．が，社会の指導者

層への門戸となるのである。

　しかし，幸いなことに，中等学校の複合化，総合化に

よって，純粋のGrammar　Schoo1以外でもG．C．E．の

ための教育が行なわれるようになり，この“教育の自由”

化と，特にそれ等の学校における教員の努力により，複

合学校，総合学校の生徒の中から，多くのG．C．E．合格

者を出すようになった。

　更に，1965年以降，G・C・E・よりも一般的に低いレベ

ルのC．S．E．（Certificate　of　Secondary　Education）が，

地域単位の標準テストで与えられるようになり，この

C．S．E．のGrade　IがG．CE．の01eve1に相当するも

のと評価されるようになった。大学やPolytechnicの

入学資格に要求されるG．C．E．，　C．S．E．は，これらの中

等学校の科目試験を指すのである。また，School　Lea－

vers，　Six　Formers，　Non－Graduatesなどアメリカの教

育用語や，日本の教育用語では聞き馴れない特殊な用語

は，このように様々な変型を持つ中等学校の卒業者を意

味するのである。

　中等教育終了者に対するFurther　Education（高等

教育）もさまざまな面で改革された。即ちカレッジにお

けるフルタイムの“サンドイッチ”コース（社会的実務

と学習の期間を交互にはさんである。）や，パートタイム

の学習制度が大幅に普及され，また，職業教育を目的と

してきた，これらカレヅジは，増強に増強を重ねながら，

抜本的な組織変更が行なわれた。1956年の再編成に始

まったカレッジの改革は，（1）大きな10校は，CA．T・

（College　of　Advanced　Technology）への昇格を経て，

1966～67年に大学となり，（2）Regional　Collegeの多

くは1969年，地方毎の統合を経て，高度の専門教育

を目指すPolytechnicとなり，（3）Area　Collegeは，

Borough単位のカレッジとして定着し，（4）夜間授業

あるいは講習程度を行なっていた学校が，Loca1あるい

はDistrict　Collegeとして充実されるようになった。

そればかりでなく，教育及び研究内容の充実に伴い，（1）

の工科大学あるは大学の工学部は，Dip．　Tech（Diploma

in　Technolygy）の学位を，（2）のPolytechnicは，

C．N．A．A．　degree　（Council　of　National　Academic

Awards）を与える権限をRoyal　Charterにより認めら

れたのである。これまた，イギリスの教育史において，

大学以外の教育機関が学位を与える学術的権威を正式に

認められたのは，初めてのことである。

　同様に，大学の急速な普及発展も下記の年表2）から容

易に推察できるので詳述は避けることにする。
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Oxford

Cambridge

Durham
London

Victoria　University

　of　Manchester

Wales

Birmingham

Liverpool

Leeds

Shet丑eld

Bristol

Reading

Notingham

Southampton

Hull

Exeter

Leicester

Sussex

Keele

Twelfth　century

Early　thirteenth　century

1832

1836

1880

1893

1900

1903

1904

1905

1909

1926

1948

1952

1954

1955

1957

1961

1962



Newcastle

East　Anglia

York

Essex

Lancaster

1963

1963

1963

1964

1964

Kent　at　Canterbury　1965

Warwick　1965
Aston　in　Birming－

　ham　1966
Bath　University　of

　Technology　1966

Bradford　1966
Brunel　1966
City　College　（London

　Univ．）＊　1966
Loughborouch　Univer－

　sity　of　Technology　1966

Surrey

Salford

“Open　University”

　University　of　the

　Air

1966

1967

1969

イギリスにおける図書館学教育の現状

＊　Formerly　the　Northampton　College　of　Advanced

　Technology（但し，イングランドとウェ・一ルズのみ）

　このように第2次大戦後における目覚しい教育の普及

は，大きく三つの原因に由来している。“（1）人口の急

増とそれにつれて就学人口および就学年限が急増したこ

と。（2）史上前例を見ない程の国民の大学教育に対する

希望が高まったこと。そして最も根本的な原因としてウ

ィンストン・チャーチルのいった‘世界の未来は，高度

に教育された国家のものである。’という社会的な認識で

ある。”3）

　以上簡単に触れたのは，公共の教育制度改革について

であって，もう一・つの伝統であるEton校，　Harrow校，

Rugby校など，いわゆる名門の私立学校である“Pub－

1ic　Schoo1”については，』言で要約すれば，国全体の

教育制度に調整させる意図はあっても，上流社会の教育

を支えてきた自負は，当分の間ゆるぎもしないというの

が，社会的実感である。

II．図書館学教育の発展

　教育制度改革，公共教育改革の波は，正規の学校教育

以外にも当然大きな影響を及ぼし，Education　Actsの

中のもう一つの大きな柱であった社会教育の振興が，公

共図書館の急激な発展の原動力となった。学校教育の発

展で1960年代が，特に目覚しかったと全く同様に，図書

館をはじめとする社会教育の分野においても，1965年に

発効されたPublic　Libraries　and　Museum　Actが，

イギリスにおける凡ゆる図書館活動を法的に推進させた

のである。この法律により，はじめて公共図書館普及の

責任が，Secretary　of　State　for　Education（文部行政

委員会）のものとなり，地方自治体に，“網羅的且つ有

効な図書館サービス”を提供することが義務づけられた

のである。しかもこの“網羅的且つ有効な図書館サービ

ス”は，Report　of　the　Ministry　of　Education（文部

省）Working　Partyにより具体的な基準が示されたの

である。しかも，この法律及び基準を実行に移すため議

会側にLibrary　Advisory　Councilsが設けられ，文部

省に，Library　Advisorsが任命された。その結果1960

年代に数十の公共図書館が新築され，新しい地域図書館

網が組織され，大学図書館が数多く新増築され，L．A．の

本部が，National　Lending　Library　for　Science＆

Technologyが，　National　Central　Libraryがという

具合に，これまた革命的発展の様相を見せたのである。

　このような図書館の急増は，当然専門教育を受けた図

書館員を必要とした。上記のWorking　Partyは，当時

存在した3，472名の図書館員有資格者の数に対して，網

羅的且つ有効なサービスを展開するためには，7，051名

の有資格者が必要であり，年間400名以上の新卒の図書

館員を必要とすると指摘したのであった。図書館学校の

増設，拡充が施設，資料，教員の各面で急速に行なわれ

たのはいうまでもない。

　1950年，たった1名の専任教員と数名の学生だけでは

’じめられたBirminghamの図書館学校は，“存続だけが

当初の目的”4）であったが，1962年には，新築された12

階の高層ビルであるPolytechnicの数階を占めるよう

になり，1971年には，DePartment　of　Polytechnicと

して，20名の専任教員と300名になろうとする学生を擁

するまでに発展した。

　“図書館学校は，1964年に設立された。校長と3名の

講師と12名の学生で，ライドルの谷を見下すブロンパダ

ーンとよぼれる小さな田舎屋敷で最初の授業が始められ

た”5）。その同じ図書館学校が，僅か7年後の1971年に

は，50名の専任教職員と300名の学生を擁し，独立の堂

々たる図書館と，独立の大講堂と，新築中の3階建の校

舎，研究室を持つ，College　of　Librarianship　Wales

に成長しているのである。
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　この2校は，図書館学校全体の急激な発展を象徴的に

示しているのだが，実際に別表に示したように，London

University　Collegeの図書館学校（1919年）を除いて，

ほとんどすべての学校が戦後に設立されたものであり，

しかも，そのまた半数以上が1960年代に新設されたか，

現状に組織変えされたのである。図書館学校の学生数は

“1960年に300名であったのが，1965年までの僅か5年

間には，2，000名になり”6）現在，2，627名に達したので

ある。

ABERDEEN：　School　of　Librarianship，
　Robert　Gordon’s　lnstitute　of　Techno－

　logy，　Aberden．

ABERYSTWYTH：　College　of　Librarian－

　ship　Wales，　Aberystwyth

BELFAST：　School　of　Library　and　lnfor－

　mation　Studies，　The　Queen’s　University

　of　Belfast

BIRMINGHAM：　Department　of　Libra－
　rianship，　Commerce　Centre，　Birming－

　ham　Polytechnic

BRIGHTON：　School　of　Librarianship，

　Brighton　Polytechnic

GLASGOW：　Department　of　Librarian－
　ship，　The　University　of　Strathclyde，

　Glasgow
LEEDS：　Department　of　Librarianship，

　Leeds　Polytechnic

LIVERPOOL：　Department　of　Library
　and　lnformation　Studies，　Liverpool

　Polytechnic

LONDON：　School　of　Librarianship，　Ea－

　ling　Technical　College

LONDON：　School　of　Librarianship，　Poly－

　technic　of　North　London

1967

1964

1964

1950

1947

1964

1946

1962

1964

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1969

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（現在の組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織となる）

LONDON：　School　of　Library，　Archive　1919

　and　lnformation　Studies，　University

　College　London

LOUGHBOROUGH：　School　of　Librarian一　1946
　ship，　Loughborough　Technical　College

MANCHESTER：　Department　of　Lib一　1946
　rarianship，　Manchester　Polytechnic，

　Faculty　of　Commerce

NEWCASTLE：　Department　of　Librarian一　1947

　ship　and　lnformation　Science，　New－

　castle－upon－Tyne　Polytechnic

SHEFFIELD：　Post－graduate　School　of　1963
　Librarianship　and　lnformation　Science，

　University　of　She箭eld

III．図書館協会の役割

A．　Chartered　Librarian　（A．L．A．）

　1877年に設立されたLibrary　Associationは，設立

当初より専門職の確立のために努力してきたのである

が，特に1898年，ヴィクトリア女王の勅許により憲章を

認められ，その憲章によって，協会の目的と権限を公け

に明示したのである。この憲章の中の二つの条文が，図

書館員教育の目的と権限を明らかにしている。

　「図書館員の地位と資格の向上のために，あらゆる方

　　策を講ずること。」

　「図書館員試験を課し，専門職免許を交付すること。」

　この二条文によりし．A．は，他の諸国，例えばアメリ

カ合衆国，カナダ等における図書館協会の例に見られな

い特殊な権限を持つことになったのである。しかし，こ

の制度は，イギリスにおいては既に慣習的なものであり，

工学，法律，経理等の専門職は，それぞれの協会により，

専門資格を認定されているのである。この慣習は，専門

的能力の基準設定や資格審査を含めて，専門職全体を，

既に資格を得，実務についている専門家の集団が統制す

るということでもある。従ってこのような協会の正式会

員として登録されるためには，当然，協会の課する審査

をパスすることが条件となる。L．A・は，そのために下

記のような条件を課し，その条件をみたしたものを，

Chartered　Librarianとして登録し，　A．L．A．（Associate

of　Library　Association）の証明を発行する。

　（1）専門職試験に合格すること。

　（2）Chartered　Librarianの指導監督の下で，3年間

　　の図書館実務経験を持つこと。この3年間の中1年

　　間は，専門職試験合格後の1年間でなければならな

　　い。（図書館学校のフルタイムコースの年限は，1年

　　間に限りこの実務年限1年間に換算される。）

　（3）2年以上L・A・の会員であること。

　このように統一された条件を課することにより，：L・A・

は，専門職の能力と地位の向上に努めてきたのであるが，

協会が資格の認定を行ない，しかも，その中で，試験と

実務経験の両者を課するという点においても，この制度

は英国独特の慣習であり，遠く，徒弟制度，ギルド制度

の歴史に逆る伝統に基づくといってもよい。

B・専門職試験

　：L．A．の専門職試験の受験資格は，図書館学校のフル

タイムの課程を履修したものが原則とされているが，こ

れまでの慣習と過渡期の方策として，後述するSecon一
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dary　education（中等教育）の科目試験をパスしたもの

であれば，図書館学のパe・一一・トタイムの履修あるいは，独

学でも受験できることになっている。但し，The　Post－

Graduate　Professional　Examinationは，正：規の図書

館学の課程を経たものでなければ受験資格はない。また

前述したように，試験は，L．A・の会員のみに対して行

なわれる。

　専門職試験は，次の試験の組み合せによる。

　General　Professional　Examinations

　（a）　（i）　The　Part　I　Examination

　　　　（ii）　The　Part　II　Examination

あるいは，

　（b）　The　Post－Graduate　Professional

　　　　　　　Examination

　（a）（ii）は大学卒あるいは，　non－graduate（中等学校

卒），（b）は，大学卒のみのための最終試験となる。こ

の専門職試験に関して細目にわたる規則が設けられてい

るが，主なものだけを抜葦すると次のようである。

・part　I　Examinationの受験者は，下記の受験資格証

　明を提出しなければならない。（a）5科目のG・（）E・

　（General　Certi丘cate　of　Education）注1・の合格証明。

　中1科目は，英語を含み，2科目はAdvanced　Level

　であること。あるいは（b）5科目のScottish　Certi・

　ficate　of　Educationの合格証明。中1科目は英語，

　3科目は，Higher　gradeであること。あるいは（c）

　5科目のNorthern　lreland　Senior　Grammar　School

　Certi丘cateの合格証明。　中1科目は英語，2科目は

　ALeve1であること。あるいは（d）L．A．の受験資

　格試験またはFirst　Professional　Examinationの合

　格証明。あるいは（e）Ordinary　Nationa1　Diploma注2．

　または（f）5科目（英語を含め）のG．C．E・のOrdi－

　nary　leve1あるいは，　C．S．E．注3・のGrade　Iの合格

　証明を添えたOrdinary　National　Certificateまたは

　Higher　National　Certificate注4・を取得したもの。

　（C．S．E．のGrade　Iは，　G．CE．の“0”1eve1に相

　当する。）あるいは（9）L．A・の試験審査委員会が認

　めた上記以外の資格証明。（例えば，イギリス自治領よ

　りの受験者の場合は，Cambridge　Overseas　School

　Certificate，　Cambridge　Higher　School　Certificate

　等が，この範疇に入る。）

。Part　II　Examinationは，　Part　Iの合格者のみに対

　して行なわれる。Part　Iは，次のような証明を提出

　したものには，免除されることがある。（a）イギリス

　自治領その他の外国の図書館協会の試験により与えら

　れた専門職資格。あるいは（b）外国の大学において

　取得した図書館学のdiplomaまたはdegree。図書館

　学以外の学位は対象とならない。

。The　Post－Graduate　Professional　Examinationは，

　L．A．の会員で，英国に所在する大学のdegreeまた

　は，Council　for　National　Academic　Awardsの

　degree（通常B．A．）の取得者あるいは試験審査委員

　会の認めた外国の大学のdegreeの取得者あるいは，

　それと同等の資格を有すると認められた者で，LAの

　認可した図書館学校のPost－Graduate　Courseを履

　修した者に対してのみ行なわれる。

。：L．A．の会員で，　LAの認める英国の大学における図

　書館学の課程を履修した者は，履修証明を提出するこ

　とによって，専門職試験を免除される。（つまり，大

　学の図書館学課程の最終試験が，LAの専門職試験に

　代るのである。）

。試験は，夏と冬の年2回行なわれる。

　以上が，Chartered　Librarianとして正式に登録さ

れ，A．L．A．の称号を与えられるための専門職試験制度

の概要であるが，L．A．は，　AJン・A・の称号の他に，更に

上級の称号として　F．L．A．（Fellow　of　The　Library

Association）の資格を設けている。この称号は，　A・L・A・

の資格取得後5年間の専門職経験を経た者が，上級専門

職の能力を明確に示すオリジナルな論文を提出すること

により，審査の結果与えられるものである。

IV．　Schools　of　Librarianship

　A．図書館学校の種類

　英国における高等教育の歴史的事情から，現存する15

のSchools　of　Librarianship（以降，図書館学校と便

宜的に総称する）は，University，　Polytechnic，　Tech－

nical　Collegeの3種類のややレベルを異にする高等教

育機関の中に設置されている。即ち，4校が大学に設置

され，1校が大学に併設された単独のCollege　of　Lib－

rarianshipであり，残りが地方自治体の経営する7校

のPolytechnicと，3校のTechnical　Collegeの中に

設けられている。

　まず大学レベルでは，London　University，　Univer－

sity　of　Sheffield，　University　of　Strathclyde　（Glasgow，

Scotland），　Queen’s　University　of　Belfast　（Northern

Ireland）の4校とも1年間の大学院専攻課程により

Post－Graduate　Diploma　in　Librarianshipを与え，更
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にLondonは，　M．A．，　M．　Phil．，　Ph．　D．を，　Shetheld

は，M．A．　in　Librarianship，及びM．　Sc．　in　Informa－

tion　Studiesを与えている。　The　Queen’s　University

of　Belfastは大学院課程のdiplomaコースでMaster

of　Library　Studiesを，また論文によりM．A．，　Ph．　D．

を与え，Strathclydeは，論文により，　MA．，　M．　Sc・，

及びPh．　D．を与えている。更に学部課程でB．A．を与

えている。

　単独の図書館大学としてユニe・・一一・クな存’在を注目されて

いるCollege　of　Librarianship　Walesは，　Wales国

立のUniversity　of　WalesのCollegeであり，　post－

Graduate　Diploma　in　Librarianshipの他，更に論文

によりMaster’s　Degreeを与えている。その他，　Uni－

versity　of　Walesの他学部との関連において，　Joint

Honours　degree　of　Bachelor　of　Librarianshipを学

部課程で図書館学専攻の学生に与えている。

　Polytechnicに設けられた図書館学校の場合には，

Polytechnic　of　North　Londonが，　London　Univer－

sityに審査を依頼してPost－Graduate　Diplomaを与え

る例外の他，このNorth　Londonを含め，　Birming－

ham，　Leeds，　Manchester，　Newcastleの4校のPoly－

technic及びLouchborough　Technical　Collegeの5

校がB．A（C．N．A．A．）を与え，残りのPolytechnic及

びTechnical　Collegeは，前述のL．A．の試験に備え

る教育のみ行なっている。

　次に，これらの図書館学校の与える学位とL．A．の試

験制度との関連であるが，大学のPost－Graduate　Dip－

10ma　in　Librarianshipの取得者は，　Post－Graduate

Professional　Examinationが免除され，　B．A．　Librari－

anshipの取得はPt．1，　Pt．　IIの試験が免除され，両者

とも他の条件をみたせばChartered　Librarian（A．L．A．）

の資格が与えられる。また，L．A．と図書館学校の個々

の話し合いにより，後者にL．A．の試験が依嘱されてい

るケースも多い。つまり図書館学校でProfessional

Courses（Pt．1，　Pt．　II）をとったものに対しては，学内

でL．A．の試験が行なわれるのである。　Pt．1．，　Pt．　IIの

いずれか一方あるいは両者共に学内で行なわれるか，あ

るいは，LA．が行なう試験を受けなけれぽならないか

はし．A．の図書館学校に対する評価による。

　B．　コe一一・スの種類

　前述したようにL．A．の専門職試験が，大学卒の図書

館学校卒業生のみ対象とするPost－Graduate　Profes－

sional　Examinationと，大学卒あるいは中等学校卒を

問わず，またフルタイム，パートタイムの学生を問わず

（独学者も含めて）対象とするGeneral　Professional

Examinations：Pt・1・，　Pt・II・の二種類に分れているた

め，現在の図書館学校におけるコースは，いきおいこの

二種類の資格試験に基礎をおいた形式で設けられてい

る。

　（1）Professiona1　CoursesあるいはAssociation

　　Courses

　L．A．の試験が直接目的であるから，主として中等学

校卒を対象とするPt・1，　Pt・IIのための2年間コー・・一一・ス

と，大学卒を対象とするPost－Graduate　Professional

Examinationの1年間コースである。　Polytechnicあ

るいはTechnical　Collegeのほとんどすべてがこのコ

ースを提供している。受講者は，学位は与えられず，L．

A．の試験が，学内で代行されるか否かは，前述したよ

うな申し合せによる。

　（2）　B．A．　degree　（Librarianship）　of　the　Council

　　for　National　Academic　Awards　Course．

　B．　Sc．　（lnformation　Science）　of　the　Council　for

　　National　Academic　Awards　Cource．

規模の大きいPolytechnicが与える学位取得のための

コースであって，3年間の課程で与える学校と4年間の

課程で与える学校がある。それぞれの学内事情によって

この年数は決められるのだが，4年間の場合は，1年間

の実習，あるいは，調査研究の期間を含めている場合が

多い。Birmingham，　Leeds，　North　London，　Manches－

ter，　Newcastleの各PolytechnicがB．A．（Librarian－

ship）を与え，　LeedsのみB．　Sc・をも与えている。こ

の学位を取得したものは，LAのPt．1，　Pt．　IIの試験

を免除される。

　（3）　University　degree　courses：

　（a）　Bachelor　of　Librarianship　（University　first

　　degree　course

　　　College　of　Librarianship　Walesの学部課程の

　　コ＿スで，University　College　of　Walesの他学部

　　の中より副専攻を選び，それを併せとることで，

　　Joint　Honours　degree　（Bachelor　of　Librarian－

　　ship）が与えられる。3年間あるいは4年間。

　（b）　Joint　Honours　degree　course

　　　Loughborough　Technical　Collegeの例で，

　　Loughborough　University　of　Technologyの科

　　目を併せとることで，Bachelor’s　Degree　of　the

　　Universityが与えられる。3年間。　Glasgowの場
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　　合をほぼ同様で4年間。

　（c）　Diploma　in　Library　and　lnformation　Studies

　　course

　　　The　Queen’s　University　of　Belfastの例で，

　　最初の1年間に大学のBA，　BScあるいはPoSc

　　（Econ．）の科目を併せとり，2年目に図書館学のみ

　　とる。2年間。Diplomaと称するが前記Bachelor

　　の学位を与えられる。

　以上（a）（b）（c）が学部課程のコースであるが，それ

ぞれの学内事情により，学位の名称およびコース内容の

強調点を異にしているが，いずれもし．A．のPt．1，　Pt．

IIの試験は免除されている。

　（d）　Post－Graduate　diploma　courses

　　　図書館学以外の専攻の大学卒を対象とする1年間

　　の図書館学・情報学の大学院課程で，入学資格とし

　　て通常1年間以上の図書館実務経験：が要求される。

　　この経験のないものは，入学しようとする図書内学

　　校の斡旋で，入学前に1年間の実務経験を持つこと

　　が可能である。Diplomaの名称は，専攻分野の強

　　調点の差異により，Diploma　in　Library　and　In－

　　formation　Studies，　Diploma　in　Librarianship，

　　Diploma　in　Archive　Studiesなどのように若干異

　　なる。　Belfast，　London，　Polytechnic　of　North

　　London（London　Univ．の試験により）Lough－

　　borough　Tech．　College　（Loughborough　Univ．

　　of　Tech．との関係により）が，　Post－Graduate

　　Diplomaを与えている。

　（e）　Master　courses

　　　Post－Graduate　Diploma　Coursesとほぼ同様の・

　　入学資格及び在学年限（大学院1年間）で，Master

　　の称号を与える。Master　of　Library　Studies（Be1－

　　fast），　M．A．　in　Librarianship（She伍eld），　M．　Sc．

　　in　Information　Studies（Shetheld）であるが，前

　　2者の入学資格は・e他大学の図書館学校の場合と同

　　様，人文・社会科学の学部卒業者であるが，後者は，

　　理・工学関係の学部卒業者に限られる。またM．

　　Sc．　in　Information　Studiesは，　Institute　of　In－

　　formation　Scientists及びL．A．によって認められ

　　た学位である。

　　　以上（d）（e）のdegreeを取得したものは，　L．A．

　　Post－Graduate　Professional　Examinationが免除

　　される。

　（f）　Thesis　courses

　前記（d）（e）の学位取得者で，充分な年限の図書

館・情報学関係の実務（研究調査を含む）を経験した

者を対象とする1年間以上の大学院における研究課

程で，オリジナルな研究論文を提出し，その成果に

よって与えられる学位である。M．A．，　M．　Phi1．，　M．

Sc．，　Ph．　D．，　College　of　Librarianship　Wales，

Belfast，　Glasgow，　London，　Shetheldの大学が与

えている。この論文つまり学位によって，L．A．の

F．L．A．の称号が与えられる場合が多い。

C・コースー覧（学校別）

ABERDEEN：　School　of　Librarianship，　Robert　Gor－

　don’s　lnstitute　of　Technology，　Aberdeen．

　Association　courses　（Pt．　1，　Pt．　II，　PostGrad．）

ABERYSTWYTH：　College　of　Librarianship　Wa－
　les，　Aberystwyth．　Association　courses　（Pt．　1，　Pt．

　II）

　University　degree　courses．

　　Joint　Honours　degree　of　Bachelor　of　Librarian－

　　　ship　（Univ．　of　Wales）．

　　Post－Grad．　Diploma　in　Librarianship　（Univ．　of

　　　Wales）

　　Thesis　course：　Master　of　Librarianship

BELFAST：　School　of　Library　and　lnformation
　Studies．　The　Queen’s　University　of　Belfast．

　University　of　Belfast．

　　Diploma　in　Library　and　lnformation　Studies：

　　　2　years　for　non－graduate，　1　year　for　graduate．

　　Master　of　Library　Studies　（M．L．S．）

　　Thesis　courses：　M．A．　and　Ph．　D．

BIRMINGHAM：　Department　of　Librarianship．
　Commerce　Centre，　Birmingham　Polytechnic．
　Association　courses　（Pt．　1，　Pt．　II，　Post－Grad．）

　B．A．　Degree　in　Librarianship　（C．N．A．A．）：　Four－

　　year　sandwich　course．

BRIGHTON：　School　of　Librarianship，　Brighton
　Polytechnic．

　Association　courses　（Pt．　1，　Pt．　II）

GLASGOW：　Department　of　Librarianship，　The
　University　of　Strathclyde，　Glasgow．

　University　degree　courses：

　　Bachelor　of　Arts　（in　the　School　of　Arts　and

　　　Social　Studies　with　Librarianship　as　the　First

　　　Principal　Subject）

　　Post－Grad．　Diploma　in　Librarianship

　　Thesis　courses：　MA，　M．　Sc．，　and　Ph．　D．
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LEEDS：　Department　of　Librarianship，　Leeds　Poly－

　technic
　Association　courses　（Pt．　1，　Pt．　II）

　B．A．　Degree　in　Librarianship　（C．N．A．A．）：　3　year

　　course
　B．　Sc．　Degree　in　lnformation　Science：　3　year

　　course

LIVERPOOL：　Department　of　Library　and　lnfor－

　mation　Studies，　Liverpool　Polytechnic

　Association　courses　（Pt．　1，　Pt．　II，　Post－Grad．）

LONDON：　School　of　Librarianship，　Ealing　Techni－

　cal　College．

　Association　courses　（Pt．　1，　Pt．　II，　Post－Grad．）

LONDON：　School　of　Librarianship，　Polytechnic　of

　North　London
　Association　courses　（Pt．　1，　Pt．　II，　PostGrad．）

　BA．　Degree　in　Librarianship　（C．NAA）：　4　year

　　course．
　Post－Grad．　Diploma　in　Library　and　lnformation

　　Studies　（London　University　degree）

LONDON：　School　of　Library，　Archive　and　lnfor－

　mation　Studies，　University　College　London．

　University　degree　courses：

　　Post－Grad．　Diploma　in　Library　and　lnformation

　　　Studies
　　Post－Grad．　Diploma　in　Archive　Studies．

　　Thesis　courses：　M．A．，　M．　Phil．，　and　Ph．　D．

LOUGHBOROUGH：　School　of　Librarianship，　Lough－

　borough　Technical　College．
　Association　courses：　（Pt．　1，　Pt．　II，　Post－Grad．）

　University　degree　courses：

　　Bachelor’s　（Honours）　degree　of　Loughborough

　　　　University　of　Technology

MANCHESTER：　Department　of，　Librarianship，

　Manchester　Polytechnic．
　Association　courses　（Pt．　1，　Pt．　II，　Post－Grad．）

　B．A．　Degree　in　Library　Studies　（C．N．AA）：　3

　　years

NEWCASTLE：　Departiment　of　Librarianship　and
　Information　Science，　Newcastle－upon－Tyne　Pely－

　technic．

　Association　courses　（Pt．　1，　Pt．　II，　Post－Grad．）

　B．A．　Degree　in　Librarianship　（C．NA．A．）

SHEFFIELD：　Post－Graduate　School　of　Librarian－

　ship　and　lnformation　Science．　University　of

　Shetheld．

　University　degree　courses：

M．A．　in　Librarianship

M．　Sc．　in　lnformation　Studies

Thesis　courses：　M．A．，　M．Sc．　and　Ph．　D．

　D．カリキュラム

　前述したように図書館学校のコースが，（1）Associa－

tion　Courses　（2）　B．A．　（C．NAA．）　Courses　（3）　Uni－

versity　Joint　Honours　degree　courses（B．A・）または

Diploma　Courses　（4）　Post－Graduate　Diploma　Courses

あるいはMaster　Courses，（5）Thesis　Coursesの5

段階に分れているので，カリキュラムも，いきおい，こ

の5段階に沿って考えざるをえない。概略していえるこ

とは，（1）のAssociation　Coursesのカリキュラムは，

当然のことながらL．A．のExaminations　Syllabusセこ

ストレe一一・・トに基づくものであり，（2），（3）のBachelor

Coursesのカリキュラムは，　L．　A．のPt．1，　Pt．　IIの

Syllabusの内容を包含して，個々の図書館学校の特性

を加味したものであり，（4）のPost－Graduate　Courses

のカリキュラムは，LAのPost－Grad．　Professional

ExaminationのSyllabusの内容を包含して，そたそれ

の特性を強調している。（5）Thesis　Coursesの内容は，

カリキュラムというよりも，それぞれの図書館学校が最

も強調している主題分野を調査研究の対象としているこ

とはいうまでもない。従って，例を挙げれば，Univer－

sityでは，　Londonが，伝統的な図書館学とArchive

を強調し，Shetheldが，　lnformation　Scienceを，主

たる研究と教育の対象としているし，Polytechnicで

は，North　Londonが，多人数の教員を擁してあらゆ

る領域を網羅しているし，BrightonあるいはLeedsが

Information　Scienceに傾斜し，　Loughboroughの児

童関係が著名であるなどである。このように各校が，伝

統と新しい研究の両面から特異性を打ち出そうとしてい

るのは，L．A．のSyllabusに基礎をおく一つの面と対

比的な，もう一つの特徴といえよう。

　いずれにしても，L．A．のSyllabusが，英国の図書館

員教育のカリキュラムの中で，最も大きな比重を占めて

いるのは事実である。

　（1）　Syllabus　of　Professional　Examinations

　1．　General　Professional　Examinations

　　　このSy】1abusは，　Pt．1とPt．　IIから成り，　Pt・1

　は，次の4科目で，試験は1科目3時間の受験時間が

　割り当てられ，全科目，同時に受験しなければならな

　い。

　Pt．1の科目：
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　　1．　The　library　and　the　community．

　　2．　Government　and　control　of　libraries．

　　3．　The　Organization　of　knowledge．

　　4．　Bibliographical　control　and　service．

　　Pt・IIの試験は，　Pt．1試験の合格後に6科目以上

（1科目3時間）を選択受験しなければならない。この

6科目は，同時に受験してもよいし，別時期に分けて

受験してもよい。6科目は，List　Aから1科目のみ，

List　Bから3科目以上，　List　Cから1科目以上を選

択する。

Pt．　IIの科目：

List　A

　　　1．　Academic　and　national　libraries．

　　2．　Special　libraries　and　information　services．

　　3．　Public　（municipal　and　county）　libraries．

List　B

11．

13．

21．

22．

31．

32．

33．

34．

35．

36．

37．

91．

　92．

List　C

Indexing　（lnformation　storage　and　retrie－

　　val）　（double　paper）

Practical　indexing　（classification　and　cata－

　　loguing）

Bibliography　（double　paper）

History　of　libraries．

Dissemination　of　information．

Library　service　to　young　people　（double

　　paper）

Hospital　and　welfare　library　services．

Reference　and　information　service．

The　Promotion　of　library　use．

The　Library　and　local　history．

International　and　comparative　librarian－
　　ship．

Archive　administration　and　records　ma－

　　nagement．

Palaeography　and　diplomatic．

The　bibliographical　organization　of　the

following　subject　fields：

101．

201．

203．

303．

304．

401．

402．

506．

Language　and　literature．

Historical　studies．

Geographical　studies．

Education．

Social　sciences．

Fine　arts　（excluding　Music）

Music．

Agriculture．

507．　Medicine．

　508．　Science　and　technolony．

　　上記の中（double　paper）とあるのは，その科目が

2部に分れていて，各部受験時間3時間ずつで，2部

そろってパスしたときのみ合格と認められ，但し合格

すれば，2科目として計算される。

2．　Post－Graduate　Professional　Examination

　　この試験は，5科目の必修科目と，2科目の選択科

目より成り，必修の5科目の中2科目は，演習成績に

より評価採点され，残りの5科目は，試験により同時

に合格しなければならない。

Section　A．必修科目

G　1．

G　2．

G　3．

G　4．

G　5．

Section　B．

G　6．

G　7．

G　8．

G　9．

GIO．

Gll．

G12．

G13．

G14e

G15．

G16．

G17．

G18．

　G19．

　　以上が専門職試験のシラバスの科目であるが

　　　　ラハスは，

科目の内容，

The　Library　in　society　（one　3－hour　paper）

The　Management　of　libraries　（one　3－hour

　　paper）

Classification　and　cataloguing　（one　3－hour

　　pape　r）

Practical　dlassification　and　cataloguing　（演

　　習成績）

Subject　bibliography（演習成績）

　　　　　選択科目　　　　　　　　　　　　　’

Historical　bibliography　（one　3－hour　paper）

History　of　libraries　（one　3－hour　paper）

Analytical　and　descriptive　bibliography　（one

　　3－hour　paper　plus　50％の演習成績）

Modern　book　production　（one　3－hour　paper）

Indexing，　abstracting，　and　information　re－

　　trievai　（one　3－hour　paper）

Bibliography　and　librarianship　of　children’s

　　literature　（one　3－hour　paper）

Library　service　for　young　Fe）ple　（one　3－

　　hour　paper）

Archive　administration　（one　3－hour　paper）

Palaeography　（one　3－hour　paper）

Hospital　and　welfare　library　services　（one

　　3－hour　paper）

International　and　comparative　librarianship

　　（one　3－hour　paper　plus　50％の演習成績）

Library　services　for　science　and　technology

　　（one　3－hour　paper）

Literature　and　librarianship　of　local　history

　　（one　3－hour　paper）

Other　papers

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　このシ

更に科目毎に単元が詳細に設定され，更に，

　　　範囲に関して図書館学教育の関係者が共通
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の理解を持つために，科目全体及び必要な単元について，

註釈（Annotation）が付されている。この註釈は，　L．A．

のシラバス委員会が，各科目の専門研究グルーフ。の助言

によって製作するものであり，図書館学，情報学の進展

に伴ない随時改訂され，改訂の内容は，L．A．の出版物

を通じて発表される。

　　シラバスの科目毎の詳細な内容を例によって示せば，

次のようである。

Detailed　Syllabus

PeL／7nlltens

Throughout　this　．Syllabus　the　following　definitions　apply：

Academic　libraries－The　Libraries　of　universities，　university　colleges，　and

　　all　other　institutions　forming　parts　of，　or　associated　wi’th，　universities　and

　　other　institutions　of　higher　education　which　have　students．

Public　librafies一一一一一Rate－supported　libraries，　whether　Municipal・　or　County，

　　open　to　the　general　public．

Special　libraries一一一All　libraries　which　are　not　academic，　pubiic，　or　national

　　libraries．

Library　materials一一一Books，　pe’riodicals，　pamphlets，　reports，　micrp一一formss

　　maps，　gramophone　records，　tapes　and　all　（）ther　audio－visual　fecofds．

ノ窪〃κo吻〃。〃∫

’lrhe　Syllabus　is　set　out　in　the　left－hand　column　below．　On　the　fi’ №?ｔ－hand

side　will　be丘）und　a　column　headed‘‘Annotations”．　These　constitute　a

gloss　on　those　parts　of　the　Syllabus　vu’hich　the　various　Study　Groups　found

to　require　elucidation，　liinitation　or　definition．　The　Syllabus　is　stated　in

broad　terms　with　the　intention　of　achieving　a　maximum　life：the　Annotations

are　an　interpretation　in　the　light　of　current　knowledge　and　conditions，　and

they　will　be　amended　by　the　Board　of　Assessors　on　the　advice　of　Study

Groups　from　tii　he　to　time．　Such　amendn）ents　will　appear　in　the　L．A．

REcoRD　and　in　subsequent　editions　of　the　S！ua／ents’　handbooK”．，　etc．

1， General　Pfofessional　Examinations 1’aft　1

SJ’！／abiis　．Annolal！ons
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠2・榔ガ・〃∫selノ〃！！be　1）〃プIEκ4〃ll〃4勲ノ1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？p・i／／　noi’nva／！y　re／ale　lo　Bn’li’sh　Pradice　Pi？一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dorziinaiif／）r．

P死per　I・丁乃e　L／bra　i：二γand　l乃e’o〃万ワiin24ノ（corDpulsory　3－hour　paper）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T／」e　gei7era／　aim　of　Xbls　1）aPer　is　lo　p”1’lhe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！i’hraiy　inlo　ils　social　conlexl，　shb227iirg　t！］e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，tLro，22i’i」！sa．　needs　for　il　and　／702v　il　atiempls　lo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　meel　l！yose　needs．

History　of　lil）raries　nand　librarianship　in

th，e　British　lsles　during　the　nineteenth　and

twentieth　centuries．

The　library　in　society，　its　aims　and　func－

tions．　The　kinds　of　libraries　and　the

services　appropfiate　to　different　kinds　of

libraries：　na．　tional，　academic，　public　and

special．

77’8∫・814ろ々〃～〃・ノ2σ物〃測り一ノ’e／alノ・励ψ

owf　／i’bra］’i’es　lo　ol！2e2’　media　of　comineunicalion

a〃d〃ノψ1ノノ抑6〃ces　ill　s・Cノの・、　e．8．　educa17・〃

〃∫8σ伽〃鱒e，・ce〃∫・r∫⑳，卯〃∫ノ・〃for　re∫eal・ch．

Sov．ie　comzPari’sons　n・’llh　ol／ier　coiinlrie．c　are

a！esli’able．
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£吻伽
Library　co－operation　in　all　its　aspects．

Professional　and　other　associations　con－

nected　with　librarianship．

AnnotalZons
N4〆ノ。〃4ろ⑳o〃aろ伽／∫8加〃∂∫げ吻♂’壱一

biiilding，　servi’ce，　inlerlendin．a，　slora．ae，　．Schemes

2〃伽吻ecl・gr・ゆ∫，8．9．6伽〃・〃，〃～諺’ノ〃e・

〃膨・〃ng．伽物〃・〃41θx・加㎎8〃1”・4〃・

（：卿〃ゴ∫・n纏乃∫な〃4％冴〃’J’chemies・f・・一

。砂〃／・〃勿・ノ乃〃’・瑠！〃e∫・

NO　Z〃oreゴ∫7・e（7〃〃8グ加プ8”う4〃4k〃0〃ル塞θげ

！乃ゆ励・ns　・f　lhe〃4ガ・〃∫∫・’〆8編∫・〃乃4∫

The　L％rarγ　ノ4∬o’／4万。〃，　ノl　sllh，　N4万。〃a／

B・・，セLθ・rg〃e，　lhe　b〃ゴ曜ゆ伽1∫・‘ノeガes，！加

B〃；∫乃（＝ounciろ1．F．IL．ノ1．，　F．1．D、，　U伽’o，

a〃〃加π0κかノウ〃ガ0〃∫’0！カθ‘0捌〃吻．

Paper　2．　Government　and　contro／　rof　lz’brari’es　（compulsory　3－hour　paper）

Government，　management　and　finance　of
libraries．　Staffing　and　division　of　work．

Stock－control；　selection；　order　and

accession　methods　of　library　material；

maintenance　of　stock．　Administration　and

facmaties　of，　and　admission　to，　the　depart－

ments　of　libraries．

T乃θalme，9／’乃；∫PaPer♂∫〆。　dea／za〃乃　’，θθ

Pr〃！加1‘・〃dact　qf　lhe加加〃・〃∫〃肋乃

伽e〃・〃844∫！加プe∫〃〃ψ伽・〃∫癬冴〃・〃∫

‘・〃6r84勿P・ψ8rl．

、ρ〃勧〃仰〃be・・’・〃’加9・〃era／加1ψん∫

’〃〃・lved　a〃ノ〃・ayプe4〃〃8〃〃吻伽勿”加

卿’ノ加ノ〃♪4プ伽lar・kil励σ伽4庸．

（；・〃ernne・nl勿’厩∫’乃θb・4ソゆ・〃∫ノ厩か

lhe’・〃〃・1げ珈伽の・4厩曜プ吻4〃
妙∫野鴨ゆプ・〃∫ノ・〃∫．

福4κ噌θ擁8〃戸〃’厩∫伽乃P〃〃Cii　les　and

纏乃・ds　・f〃bf・の4下町’励・〃．

Fノ〃4〃8θ勿clades　4〃asPecls　of’加∫o〃r’64〃d

6・〃〃・1ψ〃。・〃ea〃d　e．mpendlliire．

∫砺㎏珈鰭∫〆加温ゆles・f　Per∫・〃〃θ1
物nage〃6〃ノ’slaff　e∫lah〃Sbme〃s：　Profess加4〆

4〃〃・〃「ρアψ∬加a1　de〃le∫．・辮〃〃e〃ち〃14

　　　　　　　　　　　　　　　コ〃一∫erZi〃8〃a〃〃rg・

T乃8励諏ゆ伽1ゆecfsげ〃・・／e　sele’！！・〃

4労8伽〃2〃〃〃P・ψθプ4．

2． Genefal　Professibnal　Examinations

£吻伽

Part　II

ノln〃olalio〃∫

Lisl　A，　Papers　i－3

乃・P・iper吻肋’ん・e　c・〃・醐ゆガ〃a吻
2〃乃B〃ish’　pr〃万‘θ，　a伽ug乃‘襯認伽8∫〃8

exPecle〃・伽8∫・〃8勧〃敏8げ励〃4〃’
伽ψρ〃伽abr・a〃hich　are〃4々ゴ㎎卿静
ca〃l　c・〃〃ゴb〃加∫の〃le物！ノ。〃41勿纏∫！．丁痂

吻伽’乃4吻履伽∫〃ノ〃be・eゆ8’≠θ〃・伽8

Paid　S・me　allenlio〃・ゴ勿・吻扉〃・プ々伽8

0〃∫読！加B〃励肋∫，4〃！oプ〃ea〃肋ノ〃

∫伽〃・s〃eプ∫〃伽勿プ⑳吻e。
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Lノ∫1A．1）a／）er　I．ノ4cademuic　a〃4確

The　histofy，　roles　and　丘lnctions

academic　and，national　libraries．

Govemment：finance，　ofgan｛zation，　ad一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

m㎜stratlon．

Buildings：siting，　plarming，1ayout，　equip－

ment　and　fittings．

Sta任：selection，　t：raining　and　qualifications，

salaries　and　　conditions，　duties　and

deployment．

Stock：administrative　aspects　of　selcction

and　acquisition，　and　of　classification，and

cataloguing，　access　and　contro1・

Special　departments　and　collections；
departmental　librarics．

Relation　to　teaching　and　research．．

Instruction　　of　students：　services　to

reade：rs：regulations．

Co－operation．

3・

4！deプ）o∫〃〃乃ノra〃es（3－hour　P3per）

of　　　　　　王1ノ∫〆。℃γ　プψぞ∫！o　！・ろ6’ろノsloric「al‘ba’為9プ。〃〃410f

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　〃〃プe〃〃〃∫！〃〃〃0〃∫勿∫0．far　a∫　lhe　sl〃4）ノ乃4ρ∫ノ〃

　　　　　　　　〃〃dersla〃ding　lhe　勿∫〃！1〃ノ0〃∫　〃zd　clarijン勿9

　　　　　　　　！加〃プes／）onsib〃lie∫・

　　　　　　　　丁乃8プ。ルげ！加妨プ4乏フrefer∫！04〃of　ils　socia1

　　　　　　　　‘0〃exl∫，　holh！01加点∫！〃〃’ノ0〃∫〃ser〃θ∫4〃d

　　　　　　　　！加socielaρゴ〃ル乃ゴ‘乃〃e．）ci∫1∫・

　　　　　　　　C4〃didales　ルノ〃be　exPeded！O　shoル　∫0〃！θ

　　　　　　　　た〃0〃ledgeげノ加1）プゴ〃♂ゆlesげ〃a〃age〃ent・

　　　　　　　　Incli！de∫　7・elalio〃∫　belルe〃2！乃e　libブ〃・〆4〃ノ　lhe

　　　　　　　　archile’ノand　b〃1諺η9‘0〃SU〃4疹∫．

　　　　　　　　IncZi〆de∫some。！ξ〃0拶ん砲8げノ加Princip’　le∫げ

　　　　　　　　Personne／〃anage〃7enl・

Int’／vdes　adneinislrallon　asLPecls

deparlm7enls　（e．g．　a　biredec），）．

Post－Graduate　Professional　Ekamination

of　lechnical

乏ン／lab〃∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ4nnolalion∫

Seclion　A，　Paper　G　i．　The　Library　in　society　（compulsory　3－hour　p　aper）

Libraries　and　libfarianship　during　the　i　gth

and　20th　centuries．

鑑et調：ir懸鷺i：温ぎ蓋蓋。器

The’　librarian’s　special　responsibilities．

Library　co－operation．

Tl］e　sociolo．alcal　back．around　and　conlezzzporary

碑〆ノ伽ノ〃θプoles　and　de〃eloping　allilesdes！0

徽喉彦霧驚鰐霧∫號穿霧グ獅欝1駕

鑑忽灘壌誹”伽（e・9・砺”ed　Slale∫）

Section　A，・Paper　G　2．　The　Managenenl　of　li’braries　（compulsory　3－hour　p　ap

The　principles　of　mariagement　as　applied

to　libraries．

The　govemment　of　libraries，　including

significant　legislative　provisions，　and

financial　considerations．

The　organization　of　fefefence　and　inform－

ation　services　in　all一　kinds　of　libraries．

Their　fundamental　role　in　libraries．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　er）

丁加e勿加∫ノ∫切〃be　on．Princii　les　and　hroad

4ue∫liO〃∫　〈ゾ」ρ0！㌘リノ．　丁乃θ　candidale　ル；〃　be

e＞cLPecled　lo　sho2v　somze　kno2yledge　of　manage－

zzzenl　prohlems　in　libraries　of　all　k－indss　as，

ノ加　のζ4〃4）le，　〆加　P2プ〃ii　le∫　げ　！）erSO〃〃el

mzanagezzzenl　as　applied・　lo　lz’hrary　slafng；

eslablishmenls，　divi’sion　of　slaff，　recruilmenl，

面一∫erz，ice　か認〃勿9’　！乃θ　4伽ノ〃slralion　げ

book一∫elecl／0〃and〃4Zイノ∫〃ノ∂〃’訪θ勿〃’〃8〃！∫

of　libraries，　lheir　adneinislralion　andfacililies．

He　avi／Z　a！so　he　expected　lo　shoav　knowledge　oflhe

77eeds　of　the　aser　in　all　types　of　llhrarpt．　｝le　ntll

a／so　be　offered　a　range　of　eoreslions　evhich　avill　he

〃isn7erahle勿ノINY　ONE〈ゾ’加ノb〃b〃勿g
／7e　ldf　q／tfr加ice’

（a）ノ4cade〃ic　and　le．aaノ吻0∫〃libraries．

（h）　Special　lihraries　affd　informalion　hureairk．

（の1）〃blic（〃，二塁ρ414〃d’o〃20’）libra〃es．、
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Seclion／4，　Pal》er（；3，（コZa∬勿4加π4〃d　calalo．auing（compulsory　3－hour　paper）

The　organization　of　knowledge　through
classificatipn　schemes，　catalogues　and

indexes．

T乃；∫ノ）4ρ〃ルノ〃；〃81ude　4〃esllo〃∫whlch　aプeげ

ぎe〃eral　app々‘と7が0〃，4〃d　eiieslio〃∫ル乃鉱乃プ8研〃8

1加‘と7〃didale！o　rθlateぎ8〃era1ノ）プゴ〃ci7）les！o

♪プ・ble〃ノψ8磁4〃・Par伽laプ々繍・fllbraries

ar，　d　nealerials．　Nopractical　eueslions　2vi’ll　be　sel．

丁乃θ吻θ’≠∫’・〃eプ84面恥鋤4∫ゆn’，⑳les　・f

classificalion，　and　lhe　princzi　alfealures　qf　lhe

〃の8θκ吻1∫’伽es’　1乃8傭ゆ珈ゆles　・f

鰭卿喀伽⑳ガ〃ecalaloguing’s吻ecl・ca／a－
log〃雇9　4〃4　功漉κ勉9’　試加　4プ名畷9θ〃enl　げ

calalogues　and　indexes．

　　（2）Bachelorship　courseのカリキュラム。

　Polytechnic，　Technical　Collegeのdegree　courses

及びUniversityの学部課程の図書館学のカリキュラム

は，L・A・のPt・1，　Pt・IIのシラバス内容を包含して，

それに各校の特殊性を加味し，フ．ラスそれぞれの学内の

他専攻の科目から一般教育，外国語，主題関連科目を選

択してとるように構成されている。それぞれの特殊性を

相当強く主張しているのが目につくほか，履修年限も，

3年間と4年間というように学校によって1年間の違い

があり，また，同様に強調しているのは，数週間から数

十週間の実習期間をカリキュラムの中に，必修として課

していることである。

　例1・Birmingham　Polytechnic（B．A．　in　Librarian－

　　　　　　　　ship，　C．N．A．A．）　4－year　Course．

　lst　year

　1．　Studies　in　Librarianship．

　　　（i）　Contribution　of　Libraries　to　the　Commu－

　　　　　　　　　nity．

　　　（ii）　Organization　and　Control　of　Library　Pro－

　　　　　　　　　vlslon．

　　　（iii）　Organization　of　Knowledge　and　lnforma－

　　　　　　　　　tion　in　Libraries．

　　　（iv）　Systematic　Bibliography．

　　　（v）　Modern　Book　Production．

　2．　Option　1．　Literary　Studies　with　Analytical

　　　　　　Bibliography．　or

　　　　Option　2’　Economics　with　Statistics．

3．　Modern　Foreign　Language．　One　of　French，

　　　　　German，　Russian．

　2nd　year

　1．　Studies　in　librarianship．

　　（i）　Contribution　of　Libraries　to　the　Commu－

　　　　　　　　nity．

　　（ii）　Library　Provision，　Organization　and　Cont－

　　　　　　　　rol．

　　（iii）　Organization　of　Knowledge　and　lnforma－

　　　　　　　　tion　in　Libraries．

　　（iv）　Systematic　Bibliography．

2．　Option　1．　Literary　Studies　with　Analytical

　　　　　Bibliography．　or

　　　Option　2．　Economics　with　Statistics．

3．　Modern　Foreign　Language．　One　of　French，

　　　　　German，　Russian．

3rd　year

46週間の図書館実習が課され，

　　（i）図書館学に関する“研究プロジェクト”および

　　（ii）副専攻主題（Option　1または2）に関する論

　　　　　　　　文を作製する。

　　（1）（ii）の提出期限は，第4学年の前期終了前。尚，

実習は，実習先図書館及び指導教員によって評価され，

学生は実習報告を提出する。

4th　year

1．　Studies　in　Librarianship．

　（i）　Contribution　of　Libraries　to　the　Commu－

　　　　　　　　nity．

　（ii）　Organization　and　Control　of　Library　Pro－

　　　　　　　vlslon．

　（iii）　Systematic　Bibliography．

2．　Option　1．　Literary　Studies　with　Analytical

　　　　Bibliography．　or

　　　Option　2．　Economics　with　Statistics．

3．　Modern　Foreign　Language．　One　of　French，

　　　　German，　Russian．

　第4学年は，副専攻主題に関連して，図書館学，情

報科学の文献，書誌調査に重点がおかれる。

例2・　Polytechnic　of　North　London（B．A．　in．　Lib・
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　　　　　　　　rarianship，　C．N．AA）　3－year　Course．

Preliminary　Term　（Sept．一Dec．）

　　1年以上の図書館実務経験のない者は，正規課程の

開始前に4ケ月の実習を課される。

Part　1．　（Term　1一一一Term　4）

（A）

（B）

（C）

（D）

Term　5．

Part　2．　（Term　6－Term　10）

（A）

（B）

（C）

（D）

The　‘Universe　of　knowledge’　and　subject

　　study．

Social　studies．

Bl．　Modern　Britain．

B2．　Study　of　society．

B3．　lntroduction　to　librarianship．

Communications　studies．

Cl．　Communications　studies．

C2．　Systems　of　communication　and　control．

Complementary　studies．

Dl．　Logic，　mathematics，　statistics．

D2．　Research　method．

D3．　Languages．

　　　Library　placement．（図書館実習）

Term　11－Term　12．

カリキュラムの構成として，

The　‘Universe　of　knowledge’　and　subject

　　study．

Options：　Biology，　Chemistry，　Children’s

　　　　　　　　　literature，　English　local　history，

　　　　　　　　　Literary　studies　（English　litera－

　　　　　　　　　ture），　Music．

Social　studies．

B4．　Social　environment　of　libraries．

Communications　studies．

C3．　Management　of　libraries．

C4．　Bibliographic　organization．

C5．　lndexing　systems．

Complementary　studies．

Studies　in　printed　communications；

Literature　and　society；

Library　history；

Descriptive　bibliography　and　bibliographical

　　cataloguing；

Palaeography　and　the　use　of　original　do－

　cuments；

Personnel　administration．

　　　　　　　　　　　　　Dissertation．

　　　　　　　　　　　　　　　　　特に目立つのは新しい傾

向を強調，科目名にもそれが現われている。この他に各

科目に関連して，図書館見学，実習が組み込まれている

が，Birminghamに比較して実習期間の短かいのは，

ロンドンという恵まれた環境からBritish　Museum

Library，　Nationa1　Lending　Libraryをはじめとして，

大学，専門，公共，学校のあらゆる図書館が近辺に存在

し，実際の図書館活動に触れる機会が多いからでもある。

Birminghamの1年間の実習は，むしろ例外といって

もよい。

　例3・　Loughborough　Technical　College（Bachlor’s

　　　　　　　　　degree　of　Loughborough　University　of

　　　　　　　　　Technology）　3－year　course．

　Year　1

　　Introduction　to　librarianship．

　　ComMunication　principles；　libtaries

　　　media　of　communication．

　　Bibliographical　control．

　　Organization　of　knowledge．

　　Government　and　control　of　libraries．1

　　Associated　academic　subjects．

Year　II

　Library　administration．

　　Introduction　to　information　retrieval．

　Literature　of　a　selected　sUbject　area．

　Associated　academic　subjects．

　Foreign　language．

Year　III

（a）　Government　publications．

　　　Serial　publications．

　　　Medical　literature　and　libraries．

　　　Library　architecture　and　planning．

　　　Problems　and　current　trends　in　a

　　　　　o

and　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dministration

　　　f　library　and　information　centres：

International　library　services　and　resources．

Education　services　to　adults．

Technical　processes．

Special　problems　in　cataloguirig　and　classifi－

　　catlon．

The　library　in　society．

History　of　libraries．

History　of　the　book．

History　of　children’s　literature．

Materials　for　children　and　young　people．
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　　　　　Instructional　materials　centres．

　　　　　Palaeography　and　diplomatic．

　　　　　Literature　and　librarianship　of　local　studies．

　　　　　Bibliography　and　librarianship　of　fine　arts．

　　　　　Information　acquisition，　handling，　storage

　　　　　　　and　retrieval．

　　　　　Data　processing　and　the　library．

　　　　　Specialised　information　centres．

　　（b）　Bibliography　of　music　literature．

　　　　　Rare　books．

　　　　　Critical　bibliography．

　　　　　Archive　administration．

　　　　　Map　librarianship．

　Year　IIIには，　List（a）の科目より4科目を選択す

るか，List（a）から3科目，　List（b）から2科目を選択

して実習する。

　Loughboroughの特徴は，　University　of　Techno－

10gyと密接な関係があるため，工学系の図書館，情報

学関係の科目が多く，入学資格として，数学のA・Level

の証明が特に要求されている。

　　また，伝統的に，児童関係の科目はよく知られている。

シラバス中には，特に実習について触れていないが，実

習及び見学は，他校同様必修として課されている。

　例4．　The　Queen’s　University　of　Belfast．（Dip－

　　　　　　　　　loma　in　Library　and　lnformation　Studies）

　　　　　　　　　2－year　course．

　Part　1．

　（a）　One　first－year　subject　for　the　degree　of　BA，

　　　　　　BSc．　or　BS　（Econ）．

　（b）　Organisation　and　retrieval　of　information．

　（c）　Bibliography　and　reference　work．

　Part　2．

（d）　Libraries　in　’their　social　setting．

（e）　Management　of’libraries．

（f）　Bibliography　of　a　subject　area　（i．e．　humani－

　　　　　ties　or　social　sciences，　or　sciences　and

　　　　　technology）．

（g）　either　g（i）　or　two　of　g（ii－viii）

　（i）　Palaeography　and　diplomatic；　and　archive

　　　　　　　　administration．

　（ii）　Historical　and　analytical　bibliography．

　（iii）　History　of　libraries　and　librarianship．

　（iv）・　Library　service　for　young　people．

　　　（v）　Principles　of　information　science　and

　　　　　　　　　　library　automation．

　　　（vi）　Descriptive　bibliography　and　indexing．

　　　（vii）　Library　buildings．

　　　（viii）Bibliography　and　librarianship　of　lrish

　　　　　　　　　history　and　literature．

　　この他，実習見学が課せられているが，その期間は，

シラバスに明記されていない。履修期間は，最短の2年

間であり，Diplomaを与えているが，内容的には，　As－

sociation　Coursesと同程度ではないかと思われる。　L．

A．のPt．1，　Pt．　II試験は免除される。

　　（3）　Post－Graduate　Coursesのカリキュラム。

　大学院正規の1年課程で，College　of　Librarianship

Wales，　Londonでは，　Post－Graduate　Diplomaを与

え，She伍eld，　BelfastではMasterのDegreeを与え

ている。

例1．College　of　Librarianship　Wales．　Aberyst－

　　　　　　　　　wyth．　（University　Post－Graduate　Dip－

　　　　　　　　　loma）

　1．　Studies　in　library　management．

　　　　　　The　library　in　society．

　　　　　　Management　studies　in　library　and　infor－

　　　　　　　　mation　work．

　2．　The　Organisation　of　knowledge．

　　　　　　The　organisation　of　knowledge　in　libraries．

　　　　　　Information　system　theory．

　3．　Bibliographical　studies．

　　　　　　The　sources　of　information．

　　　　　　Subject　bibliography．

　4．　One　of　the　following：

　　　（i）　History　of　libraries．

　　　（ii）　Libraries　and　librarianship　of　Wales：　an

　　　　　　　　　　area　study．

（　iii）

（iv）

（v）

（　vi）

（vii）

（viii）

（iX）

（x）

（xi）

Palaeography　and　archive　administration．

Communications　and　the　mass　media．

Comparative　librarianship．

Literature　and　libraries　for　young　people．

Physical　bibliography．

Historical　and　analytical　bibliography．

Physical　and　historical　bibliography

　　（Wales）

Computers　and　mechanization　in　libraries．

The　methodology　of　research　and　its

　　presentatlon．
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　　　（xii）　Construction　and　maintenance　of　index

　　　　　　　　　　languages．

　　　（xiii）　Testing　and　evaluation　of　information

　　　　　　　　　　retrieval　systems．

　　この他に実習見学が課されているが，期間は明記され

ていない。

　　ウェールズの国立大学に設置されているという地域性

から，ウェールズの地域研究が，重要科目として含まれ

ている。

　独立の図書館学カレッジであり，科目の漸新さからも

推察できるように，情報検索の機械化，索引方式の理論

的研究，開発の面に特に力を入れている。また，僻地に

所在するというハンディキャップ．にかかわらず，英国で

は国際的交流の最も盛んな図書館学校としても知られて

いる。

　例2．London　University　College（Diploma　in

　　　　　　　　　Library　and　lnformation　Studies）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．L
2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

　　　（d）

　　　（e）

　伝統的な図書館学の内容を最も強く打ち出しているカ

リキュラムである。Diploma　of　Archive　Studiesのカ

リキュラムと併せ検討すると，より明確になるのである

が，ロンドン大学の図書館学校及びその周辺には，この

分野の権威者が多く存在している。

　例3．　Post－Graduate　School　of　Librarianship　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　53　一

　　Historical　studies　in　librarianship．

　　Historical　bibliography．

　　Subject　bibliography：　research　sources　in

　　　　　　general　and　special　fields．

　Cataloguing．

　Classification．

　Management　studies　and　statistical　methods

　　　in　library　and　information　work．

　The　study　of　reading．

　One　of　the　following：

（a）　Palaeography　and　diplomatic　of　English

　　　　　archives．

（b）　Oriental　and　African　bibliography，　with

　　　　　special　reference　to　an　approved　field　of

　　　　　study．

（c）　The　literature　of　pure　and　applied　science：

　　　　　communication　problems，　information

　　　　　systems．

　　　Printing　and　book　production．

　　　Manuscript　studies．

　　　　　　　　Information　Science．　The　University　of

　　　　　　　　Shefiield．　（MA．　in　Librarianship．，　M．Sc．

　　　　　　　　in　lnformation　Studies）．

The　M．A．　Syllabus．

　　（i）　The　nature　and　needs　of　the　communities

　　　　　　　　　served　by　libraries　and　information

　　　　　　　　　services　of　various　kinds．　Emphasis

　　　　　　　　　on　academic　and　public　library　com－

　　　　　　　　　munltles．

　　（ii）　The　sources　of　information．　General　and

　　　　　　　　　special　fields．

　　（iii）　Communication　of　information．　Calato－

　　　　　　　　　guing，　Classification，　and　the　mecha－

　　　　　　　　　nised　handling　of　information．　A　short

　　　　　　　　　basic　course　on　computers　and　their

　　　　　　　　　applications．　Management　of　library

　　　　　　　　　and　information　services．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　（iv）　Optional　courses：

　　　　　　　Library　surveys，　smaller　academic　libra－

　　　　　　　　ries，　comparative　librarianship，　mecha－

　　　　　　　　nised　record　handling　and　computer

　　　　　　　　programmlng．

The　M．Sc．　Syllabus．

　（i）　Generation　and　use　of　information：

　　　　　　　Such　topics　are　included　as　the　study

　　　　　　　　of　particular　industries，　the　study　of

　　　　　　　　information　fiow　in　engineering　deve－

　　　　　　　　lopment　and　design　groups，　the　pro－

　　　　　　　　blems　of　innovation　and　the　informa－

　　　　　　　　tion　needs　of　academic　and　other

　　　　　　　　communltles．

　（ii）　lnformation　resources：

　　　　　　The　main　emphasiG　on　the　information

　　　　　　　　sources　and　resources　of　science　and

　　　　　　　　technology．

　（iii）　Communication　of　information：

　　　　　　，Organisation　of　information，　and　systems

　　　　　　　　and　services．　Such　topics　are　included

　　　　　　　　as　classification　and　indexing，　infor－

　　　　　　　　mation　storage，　retrieval　and　dissemi－

　　　　　　　　nation，　management，　operational　studies

　　　　　　　　and　computer　programming．・

　（iv）　Optional　courses：
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　　　　　Particular　aspects　of　the　uses　of　compu－

　　　　　　ters　in　information　work’

　M．A．，　M．Sc．の両9一ス共このシラパスの他に，実習

と見学を課し，特に，演習授業の意義を強調している。

この図書館学校は，大学院課程のマスターコースだけを

設置し，特に情報関係の専門家養成に重点をおいている

のが特徴である。

　（4）　Thesis　cour＄es：

　M．A．，　M．Sc．，　M　Phi1．‘Ph．　D．のThesis　coursesは，

専門の研究者を対象とするもので，例外を除き，特に

Syllabusは一般には発表されていないので，ここでは

省略する。

　以上が図書館員教育及び図書館学教育のカリキュラム

の代表例であるが，英国のこの分野での専門教育の特徴

として，特に強調して触れておくべきことは，図書館活

動の実際を体験させることを，正規の教育の一部として

課している点である。入学資格として一年以上の実務経

験を必要とする他に，入学後に相当長期間の実習が課さ

れ，また，各科目毎に演習的要素が相当の時間数を占め

ている。その他に，図書館の見学が，必須とされ，国内

の代表的図書館のみならず，春休みや，夏休みの期間，

時には，学期の一部を割いて，国外の図書館見学旅行が

課されるなど，徹底した実際的教育が行なわれている。

：E・教育方法及び教員

　教育方法は，シラパスに基づく通常の講義の他，セミ

ナー，個人指導の方法がとられている。特筆すべき教育

方法としては，Tutorialsという徹底したマン・ツー・・

マンの個人指導が行なわれていることである。アメリカ

や日本の大学以上に，学生の自主性が尊重され，教室で

Nx出欠をとる”という風景はほとんど見られないが，セミ

ナーでの発表，個人別のプロジェクトの進行具合などは

厳しくチェックされている。特に試験成績やレポ・一一・・トの

採点は，厳正を極めるもので，従って学生の学習態度は

真剣そのものである。

　この様な，徹底した個人指導を行ない，しかも，多方

面に及ぶ図書館・情報学の教育を行なうためには，当然

多人数の教員が必要になる訳であるが，理想的実例を若

干挙げてみると，アメリカや日本の図書館学校の教員数

に比較して，目を見はるべきものがある。例えば，

Polytechnic　of　North　Londonでは，340名の学生に対

して42名の専任教員と3名の図書館職員を擁し，Co1－

1ege　of　Librarianship　Walesでは，400名の学生に対

して，36名の専任教員と10名の図書館職員を擁してい

る。この2校は，特に大規模な図書館学校の例であると

しても，学生数100乃至200名程度の中規模なBirmin9－

ham，　Ealing　（London），　Loughborough，　New　Castle

の図書館学校の場合にも，20名以上の専任教員を擁iして

いる。これらの教員のほとんどすべてが，当然のことな

がら，A．L．A．あるいはF．L．A．の称号を持つ経験豊か

な図書館員であり，過去20年間における図書館学教育の

急激な発展により，教職に魅力を感じ参加した有能な図

書館人である。これら専任教員の他に，各図書館学校と

も相当数の専門家を兼任教員あるいは非常勤講師として

擁iしている他，外国の図書館学校，図書館，情報センタ

ー一 ｩら訪問教授を招聰している。

　：F．研　　究

　講習会に始まった図書館員教育が，やがてTechnical

CollegeやPolytechnicの専門教育に発展し，やがて大

学も，図書館学教育にその門戸を開放するようになると，

図書館学及び情報学の進歩発展のために，当然研究が始

められるようになった。しかも，この研究のイニシアテ

ィブが，古い伝統ある大学でなく，新設の大学，あるV）

は，専門教育を主目的とするPolytechnicによってと

られたところに意義がある。この意義は，筆者が直接訪

問し面接したPolytechnic　of　North　London，　Birming－

ham　PolytechnicあるいはCollege　of　Librarianship

Walesなどの専任の研究員達によって異口同音に強調さ

れていることであり，従来の大学が余りにも伝統を重ん

じすぎ，研究は大学のみに与えられた特権であるとの考

え方を改めさせるのにも一役買っている。これは何も，

図書館・情報学に限ったことではないが，Department

of　Education　and　Science，　OSTI（0伍ce　of　Scientific

and　Technical　lnformation），　Social　Science　Research

Counci1その他の機関または財団がPolytechnicにお

ける研究に資金援助をしていることからも，社会全体の

認識の傾向といえるのである。図書館学校における研究

に関しては，上記のグラントの他，Foundation　of

Scienti丘。　Researches，　U．SA，をはじめとする外国の

財団，UNESCOなどの国際機関よりの援助，また国内

の大学あるいは地域の図書館システムが共同研究を申し

込むなど，非常に活発である。

　全図書館学校が，独立の研究部門を持ち専任の研究員

を置くところまで至ってはいないが，大規模な図書館学

校では，独立の研究部門と，教職に直接責任を持たない

専任の研究員と研究助手を擁iしている。例えば，College

of　Librarianship　Walesでは4名，　Polytechnic　of
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North　Londonでは11名，　London　Universityでは3

名，University　of　ShefHeldでは5名が専任の研究員

である。この研究員は，図書館学校の正規のFaculty

Staffが大部分であるが，　Shetheldの例のようにOSTI

からの出向研究員を含む場合，あるいは，正規の研究助

手の他に，Polytechnic　of　North　Londonの例のよう

に，学生助手を員数外に採用する場合もある。

　研究フ．ロジェクトは，外部からの依嘱によるものと，

内部の研究員及び教員の自主的研究によるものと，関連

機関との共同研究によるものとがある。研究の成果は，

外部からの依嘱によるものは報告書が作成され，内部の

自主研究あるいは共同研究によるものの多くは，LA，

ASLIB，その他の出版活動を通じて発表されている。ま

た，現在行なわれている研究フ．ロジェクトの内容及び進

行状況は，各校のResearch　Bulletinに発表されてい

る。最近の研究フ．ロジェクトを例によって示せば，次の

ようである。

College　of　Librarianship　Wales　（Research　Bulletin

　No．　2，　Jan．　1972）

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

The　Burgess－Phillips　Collection　of　early　prin－

ted　tracts．

Anatomy　of　book　provision　in　public　libraries．

College　of　librarianship　Wales／Salop　Educa－

tion　Committee　Resource　Centre　research

project．

Censorship　in　public　libraries　from　1900：　a

study　of　history　of　current　practice．

A　study　of　the　“underground”　or　“alterna－

tive”　culture　with　particular　reference　to

value　and　ideology．

Information　Science　lndex　language　test．

KWIC　lndex　Program　for　the　ICL／ELLIOTT

4130．

The　public　libraries　of　outer　London　1960－

1970：　a　financial　and　statistical　study．

The　purchasers　of　books：　april　1970－71．

Self－instructional　texts　in　library　and　infor－

matlon　sclence．

Survey　of　Welsh　library　resources．　（Jan．

1971一一　）

Title　abbreviation　formula　feasability　（TAFF）

project（Oct．1970一一一　）

Universal　Decimal　Classification：　history，　pre一

14．

15．

16．

17．

18．

19．

20．

21．

22．

23．

24．

sent　position　and　future　of　a　large　scheme．

Communication　studies　（1972－1974）

The　development　of　the　economic　boycott

by　black　American　in　the　period　1955－1963．

（Oct．　1971－Oct．　1973）

Computer　filing　of　MARC　records．

The　United　Kingdom　and　the　information，　or

documentation　services　of　developing　count－

rie　s．

Public　libraries　and　Asian　immigrants．

Survey　of　Welsh－American　serials．

Comparative　costs　of　catalogue　card　produc－

tion　methods．　一

Application　of　computer　techniques　within

CLW　Library．

The　unestablished　writer．

Guide　to　Middle　Welsh　prose　texts　（Oct．

1971一　）

A　glossary　of　library　terms　in　Welsh　（Oct．

1971一　）

School　of　Librarianship，　Polytechnic　of　North　Lon－

　don　（Research　in　Progress．　No．　9，　Mar．　72）

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

A　common　index　language　for　the　construc－

tion　industry．

Revision　of　Bli，ss　Classification．　（June　1969－

June　1972）

Public　library　service　in　the　UK　since　1919．

（Sept．　1969－July　1972）

DISISS一一一in　collaboration　with　Bath　Univer－

sity　（Jan．　1971－Dec．　1973）

Interlex　（lntermediate　lexicon　for　informa－

tion　science）．　（Aug．　1971－Jan．　1973）

Programmed　instruction　in　practical　subject

indexing．　（Sept．　1971－Sept．　1973）

Hillingdon　Project　（formerly　Co－operation

between　public　and　academic　libraries．）　（Dec．

1971－Nov．　1973）

Wessex　Regional　Hospital　Board：　Medical

Sciences　Classification．　（Aug．　1971－July　19721）

“Floating”　research：　Coordinating　research

for　different　research　projects．

The　Warwick　Project．

Aslib／PNL　lnterdisciplinary　literature　project．
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Postgraduate　School　of　Librarianship　and　lnforma－

　tion　Science，　University　of　Shefiield．　（Current

　Research　Projects．　May　1972）

　1．　Cataloguing　and　classification　and　associated

　　　procedures　in　British　University　Libraries．

　2．　Computer　storage　and　searching　of　chemical

　　　structures．

　3．　Use　of　variable　length，　equifrequent　charac－

　　　ter　strings　in　information　retrieval　systems．

　4．　Department　of　Education　and　Science．　Local

　　　library　cooperation　project．

　5．　Biomedical　information　project．

　6．　Testing　a　manual　for　the　preparation　of

　　　machine－readable　bibliographic　descriptions．

　7．　Stathng　for　library　and　information　work．

　G．学　　生

　比較的最近に至るまで，必要な中等学校の科目合格証

明書だけあれば，講習会，通信講座あるいは独学で，L．

A．の専門職試験を受けることが可能であった。このよ

うな資格取得の方法は個人的には便宜であっても，たま

たま中等学校卒で図書館に働らいているというだけの理

由で，あるいは，講習及び受験で資格が取れるからとい

う理由で，人格的に資質的に，また能力的に図書館の専

門的職務に適さない者まで，資格を取得し，あるいはそ

のために無駄な努力を払うというような実例が過去には

多く認められたらしい。

　このような方法は，図書館のレベル向上のために望ま

しくないばかりか，個人的にもフラストレーションの原

因を作っていたのだが，社会の進展と共に，図書館は，

新しい高度の情報専門家を必要とするようになり，また，

それと時を同じくして，英国における高等教育の急速な

普及が始まり，専門的職能人を養成するPolytechnic

及びTechnical　Collegeの増設，その一部門して図書

館学校が増設され，正規の高等教育として図書館学教育

が展開されるようになった。従って，将来の図書館員，

情報システムのスペシャリストのための望ましい学生の

選択，長期の集中的教育が可能になったばかりか，様々

な教授方法の展開と，各分野の専門家集団による教育の

ために，講習，独学時代の図書館員に比較して，図書館

学校の卒業生は，人格，教養，専門的能力の何れの面に

おいても，レベルの高い人材となったのである。L．A．

のGeneral　Professional　Examination（Pt．1，　Pt．　II）

表1　1972／73年度募集予定学生数

LA．　Examinations

School

Aberdeen　（RGI）

Aberystwyth　（CLW）

Belfast　（Q．U．）

Birmingham　（P）

Bringhton　（P）

Glasgow　（S．U．）

Leeds　（P）

Liverpool　（P）

London　（Ealing　T．C．）

London　（P．N．L．）

London　（U．C．L．）

Loughborough　（T．C．）

Manchester　（P）

Newcastle　（P）

Shetheld　（Univ）

Post－Grad Non－Grad

15　（15）

25　（20）

30　（35）

30　（30）

45　（40）

35　（35）

30　（28）

35　（30）

245　（233）

1　3s－40（3s）

　40－50　（78）

80　（60）

40　（40）

40　（40）

　O　（40）

100　（100）

60　（85）

90　（90）

50　（50）

40　（40）

575
gg’　66　（65s）

University　or　C．N．A．A．

NonGrad

12　（12）

12　（12）

Post－Grad

120　（100）

20　（20）

36　（35）

　90　（85）

35－40　（45）

42　（44）

343
舗（329）

First　Degree

60　（60）

35　（30）

　35　（35）

　65　（60）

24－30　（O）

25　（25）

25　（25）

30　（30）

50　（30）

349
5g／g6　（29s）

Total　lntended

　50－55　（5　0）

220－230（198）

　　32　（32）

　　140　（110）

　　40　（40）

　　71　（70）

　　135　（135）

　54－60　（70）

　　145　（140）

　　175　（195）

　35－40　（45）

　　150　（150）

110　（108）

125　（100）

42　（44）

1524
1彌1（1487）

この表では図書館学の初級資格をとろうとする者のみをかぞえた。

一　56　一



Library　and　lnformation　Science　No．　10　1972

表2　1972年3月現在の正規学生数

Aberdeen　（RGI）
Aberystwyth　（CLW）
Belfast　（Q．U．）

Birmingham　（P）
Brington　（P）
Glasgow　（S．U．）

Leeds　（P）

Liverpool　（P）
London　（E．T．C．）

London　（P．N．L．）

London　（U．C．L．）

Loughborough　（TC）
Manchester　（P）
Newcastle　（P）
Shetheld　（univ）

Full－

time
teatlng
staff

8
39
4

20
6
10
27

13
20
42
7
22
21
20
7

266

LA．　Examinations

P．　Grad＊

15　（13）

24　（19）

38　（32）

28　（27）

37　（40）

29　（30）

27　（29）

25　（28）

223　（218）

Non－graduate

Yr　1＊

35　（41）

89　（1　14）

76　（41）

44　（43）

37　（43）

39　（58）

83　（93）

91　（106）

76　（110）

53　（49）

41　（58）

664　（756）

Yr　2

30　（23）

99　（85）

45　（84）

32　（36）

38　（53）

57　（57）

95　（96）

111　（99）

100　（87）

46　（39）

51　（62）

704（7s9）

University　Qualifications

Dipl： Higher
degrees

（Qualifying
course）＊

99　（73）

15G　（19）

8NG　（14）

13NG（11）

34　（32）

104　（78）

46　（41）

319　（268）

38　（44）

38　（44）

Post
Qualif

1（1）

10　（7）

41　（41）

11　（O）

63　（49）

First　degrees

Yr　1＊

49　（52）

37　（36）

23　（17）

109（105）

Yr　2

37　（37）

22　（18）

16　（14）

75　（69）

Yr　3

33　（25）

17　（9）

14　（23）

64　（57）

Yr　4

5　（O）

5　（O）

Aberdeen　（RGI）
Aberystwyth　（CLW）
Belfast　（Q．U．）

Birmingham　（P）
Bringhton　（P）
Glasgow　（S．U．）

Leeds　（P）

Liverpool　（P）

London　（E．T．C．）

London　（P．N．L．）

London　（U．C．L．）

Loughborough　（TC）
Manchester　（P）
Newcastle　（P）

She伍eld（univ）

C．NAA．　Degrees

Yr　1＊

31　（19）

L38　（2　8）

1　20（19）

17（18）

27　（25）

26　（O）

159　（109）

Yr　2

17　（20）

27　（29）

15　（11）

14　（O）

22　（23）

95　（83）

Yr　3

20　（19）

29　（19）

12　（10）

23　（O）

84　（54）

Yr　4

19　（O）

6（O）

25　（O）

Students

M

19
101
12

62
18
29
49

29
61
109
37
37
58
30
18

669

F

61
310
25

170
58
91
205

95
154
228
50
221
140
119
31

1958

Tota1

80　（77）

411（386）
37　（45）

232　（202）

76　（79）

120（120）

254　（244）

124（142）
215　（229）

337　（301）

87　（82）

258　（281）

198（165）
149　（154）

49　（44）

2627（2551）

＊印欄の数を合計すると1971／72年度の新入学生総数となる。

は，依然として原則的に一般に受験資格はあるというも

のの，現実的には，何れかの図書館学校に在籍しない限

りは，年と共に合格が困難になる傾向を明らかに示しつ

つある。

　現在，図書館学校に入学するには，二つの径路があり，

その一つは，図書館員に採用されて仮入学する径路であ

り，他の一つは，中等学校卒業後あるいは大学学部卒業

後直接入学する径路である。何れの径路を経て入学する

にしても，現在の図書館学校には，中等学校卒と大学卒

が混合して勉学しているのである。筆者の図書館学校訪
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の印象では，学生％乃至は％が，大学卒であろうと思わ

れ，また，男女の比率は，これまた印象的に男子学生2

～3に対して女子学生8～7の感じであった。

　15の図書館学校の学生数については，1972年3月現在

でL．A．のEducation　Committeeが調査したデータ

が表1から4に示されている。

　　　　　表3在籍：学生数と終了者数

（a）在籍者数

1968／9 1969／70 1970／71 1971／72 1972／73

V．結

1967／8

1431 1632 1499 1500 1512
1524－

　1550
（est）

　（b）終了者数

　この表では1968年から1971年までの各年のL．A．最終

試験終了者および試験免除の試験に合格した者の数をあ

げ，1972年および1973年については推定数をあげた。

1968

1255

1969

1415

1970

1441

1971

1435

1972

1445

1973

1300

表4学生の図書館勤務経験の有無

無経験者

入学前に学校所定の
実習を受けた者

入学前に勤務経験の
ある者

外国人学生

Graduates

108　（95）

i　19　（12）

390　（376）

517　（483）

36　g

Non－Graduates

451　（483）

23　（123）

1055（1154）

1529（1760）

75　ng

括弧内はすべ’（1971年3月現在の数字である。

　学生に関して最も羨しく思われるのが，．図書館学校の

場合には，ほとんどすべての学生が奨学金によって勉学

していることである。これはすべてEducation　Acts

（教育法）に基づく措置であるが，図書館を通じて入学し

た者は，その図書館より給料の金額或いは一部が支払わ

れ，直接学校卒業後入学した者は，出身地の教育委員会

の奨学金によって学費が支払われているのである。この

学費には，授業料及び勉学に必要な生活費が含まれてい

る。

論（個人的印象）

　広大なキャンパスの中に，ゆったりしたスペP・・一・一スをと

って建てられたアメリカの図書館学校，例えば，Univer－

sity　of　Washington，　UCLA．，　University　of　lllinois，

University　of　Chicago，　University　of　Michigan，

Western　Michigan　University，その他の代表的な図

書館学校を訪問した後で見るイギリスの図書館学校は，

第一印象としては，それ程魅力的に見えなかったのは確

かである。しかし，その反面，大学図書館にしても，公

共図書館にしても，日本のそれ等と同じように，どちら

かといえば，古く狭い建物や施設に，何となく日本に近

・さを感じて，安堵感のようなものも感’じられるのだっ

た。しかし，訪問を重ね，時間をかけて見るうちに，そこ

には，なみなみならぬ：気早がみちみちているのが感じら

れた。過渡期にあるイギリスの教育全体は，旧制度と新

制度のさまざまに混合した，一見雑然と見えるほどのバ

ラエティ・一一一　tlこ富んでいるが，．その全体に，教育にかける

国家全体の執念が感じられるのだった。図書館学校の場

合も，レベル，規模，陣容さまざまであったが，一様に，

清新の：気と意欲と自負心にみちていたのは，遙かな異国

からの訪問者のひがみ目ではなかったと思う。日本の各

種学校かとの印象を抱かせたロンドン西郊のEaling

Technical　College，古びた偉容とかびの臭いに脈負さ

れたLondon　University，町の1ブロックを占める4

階建の校舎の一部かと思われたのが，意外に，その建物

全体がそうであったPolytechnic　of　North　Londonの

図書館学校，近代工業都市のスパゲティ・ジャンクショ

ンと呼ばれる縦横無尽に交叉する高速道路のインターチ

ェンジのぞぽにそびえる12階校舎のBirmingham　Poly－

technic，そして，ウェールズの美しいライドルの谷とカ

ーディガン湾を見下す，この世と思えない静かな緑の丘

に建つCollege　of　Librarianship　Wales（学生の宿舎

の一部は，海を見下す森の中の，旧城主の館だった。〉そ

の一つ一つが持つ個性と自主性は，ほぼ統一された姿勢

を持つアメリカの図書館学校とは際立った特徴として，

私の目に写った。確かにアメリカほどの物質的豊かさは

なく，技術的面での遅れはあるとはいえ，教育内容の＝濃

度と緻密さにおいては，勝るとも劣らぬと思われた。特

に，現実の図書館の要求と進歩に併せていく実際的な教

育と，将来の発展の指針を打ち出す研究の両面は，図書

館学校の在り方の理想を示していると思われた。特に教

員の実際的経験の豊かさは，日本の図書館学校はもちろ
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ん，アメリカの図書館学校の教員のそれとは比較になら

ないものであった。実務の経験のないPh．　D．学者が多

すぎると批判されはじめたアメリカの図書館学教育界の

問題と同様，日本の図書館学教育界も反省すべき点では

ないかと思われる。

　そして，イギリスの図書館学教育は，急速な発展の中

で，確実に水準を高める方向に動きつつある。関係者の

いうように，やがてはAssociation　coursesが姿を消

し，Degree　coursesとPost－graduate　coursesに統

一されるだろう。しかも，図書館員の過剰生産を起さな

いようにバランスをとりながら増設発展を続けるだろ

う。なぜなら，それは，政府の施策と国民の税金によっ

て保障されているからである。この保障によって，イギ

リスでは日本では信’じられないような事も起りつつあ

る。図書館が普及しすぎたため個人が本を購入せず，本

の売れ行きが落ちた。そのために，図書館は，一般の個

人購読者よりも高値で本を購入することになった。政府

の保障で。政府はこのようにして，図書館と出版産業の

両者の振興を計るのである。

　教育の社会保障は，図書館学校の学生のほとんどすべ

てが，生活費を含む給費生であり，大学生の90％以上

が，奨学生であるという事実からも，その徹底ぶりがう

かがえるのである。

　「世界の未来は，高度に教育された国家のものであ

る。」といい切った政治家は，現実にそれを実行してい

るのである。私の個人的印象では，イギリスは老大国と

は，とても思われない。

注1．General　Certificate　of　Education．

　　1951年にGeneral　School　Certificate及びHigher

　School　Certificateは，このG．C．E．に変った。　G．C．

　E．は‘‘ordinary”，‘‘advanced”，‘‘scholarship”の

　三段階に分れ，01eve1の試験は16才，　A　leve1の試

　験は18才で受けられる7）。

注2．Ordinary　National　Diploma．

　　National　Certificateの一種で，カレッジのパート

　タイムのコースで学習した技術者の資格でOrdinary

　National　Certificateは，2年～3年のカレッジ課程
　で16才～19才でこの0．N．C．の受験資格がある8）。

注3．Certificate　of　Secondary　Education．

　　G．C．E．の“Ordinary”1eve1よりやや低く評価さ

　れる資格で，地域毎の試験で発行される。1960年以降
　有効となった9）。

注4．Higher　Nationa1　Certificate（H．N．C．）．

　　前記の0．N．C．取得後，更に2年間の教育を必要と

　する資格で，合格すれば，専門協会の正規会員の資格
　が与えられる。0．N．C．，　H．N．C．の二つのNationa1

Certificateは，1921年以来発行されている10）。

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）

10）
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LONDON：　School　of　Librarianship，　Polytechnic

　of　North　London．

LONDON：　School　of　Library，　Archive　and　ln－

　formation　Studies．　University　College　London．

LOUGHBOROUGH：　School　of　Librarianship，
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　technic．

SHEFFIELD：　Post－graduate　School　of　Librarian－

　ship　and　lnformation　Science，　University　of

　Shetheld．
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